













































































































































































































































































































放電灯の源は1750年Francis Hawks bee のグロー放電の発見にある。3）1850年代にな
るとIfeinrich Geissler によって，低圧放電に於いてガス個有のスペクトルを放射させ得る










が1950年頃から開始されだ2 1956年N. C. Beese　等は高圧水銀ランプに金属ハロゲン化
物を封入し，任意波長の紫外線を得るランプを作ったT 1961年にはG.H Reiling によっ
これによってメタルハライドラ
ンプの本格的な幕開けとなった。1962年Larson等は沃化タリウム封入メタルハライドラ



















































































Tl.Ｎ３･ln･ Li などの沃化物を添加したメタル‘⌒ライトランプで，電極材料としてTh －Ｗ，
ThO2- Ｗ，ＢａＯ°‘A12O3-Ｗ，LaBe, ZrC などの仕事関数の比較的低い耐熱物質を選ん
で実験し・Th－Ｗが‾番使用可能であることを見出している．またランプ製造上不純物，特
に水分が問題であると述べている?)J. Ｆ. Waymouth らは・メタル.'｀ライトランプ中のNa
損失機構を解明し・過剰沃素とランプ電圧上昇，アークの収縮などの関係について報告し:o)
A. Frankeらは再点孤電圧と安定器設計法について言及している:1)
1967年(昭和42年)には･F. RokoszらがＤy･ T1･ 111沃化物封入メタルハライドラップ
に９いて・Ｄy金属を過剰封入し．Hgl2／Ｄｙ比と始動性・動作性に９いて論じている7)また










































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































LAMP Ｃ Ｎ　= 200
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休 止 時 間（秒）





















































T(tp) = 1 － exp (-Tiftp) （2 -19)
従って放電しないで残る確率W(tp)は








































































Ｅ(tｒ)＝ｷ(１－ＴＩ)叫‾1こTlf exp〔- Ti ( ftp－ 1 )〕
　　　
































































240V 260V 280V 300V ３２０Ｖ 340V
LAMP　Ｅ 370V 1200 ○ 0.00101 0.769 1.0 |.0 |.0











































































































Ａ Pure W 1.9×10-4 105秒 1.05×105秒
Ｂ PureWThl4封入 6.6×10-4 30.3 3.03×104
Ｃ Th-W 0.0183 1.09 1.09×103
Ｄ ThOz 0.258 0.0775 77.5










































































































































































極について，アルゴンガス1.33×103Pa（10Toｒr），To＝300 K， Vi3= 500 V, R=500 j2







































































































































































































































































































































































０ １ ２ ３ ４秒



















































Ｋ･ｓ(Ｔｃ－ To) = 42 watt　　　　　　　　　　　　　　　　。
となり，このランプにおいてはグローからアークへ転移するまでに必要な最小転移エネルギー




算してみると，両電極でm= 1.2 9，タングステンにおける比熱Ｃは約0.15}oule /gK , To
を室温300 Kとして
Tc= I860 K













すると，両電極で, S = 1.65(cd)であり，砂＝0.5として, Te = I860 Kであるから，



































である．従って･ＥｇニmC(Tc-To) = 280, Ks(Tc- To) = 42, Tc= I860, To = 300,





























































mC (Tc- To）ご220 joule
となって第3 －13図から求めた値に近い。両者の値の差はパルス発生用コンデンサーの蓄積
エネルギーが100％伝送されるとしたこと，および試験中におけるランプの劣化等に基づく

































































































































































































































































































































電源電圧（安定器２次電圧） Ｗ＝√ｙ･ 460 ｖ
安定器インダクタンス
　　









･･ 実測値 晦＝ 40 W
定格点灯ランプ電力計算値 瓦エ100 W




































なわち335 joule と計算される。実測結果では，7･t = 1-45秒でEg = 326 joule. Pg=225W
であった。
第３－２表 400 Wメタルハライドランプ転移エネルギー計算例













0.0 3 7 0.1 8 １９３
１５０





















, QQpoaw Ｗ　　Ｗ Th0 2 Na-Tl-ln
Ne一司A17
　　5 0Torr 70 joule
ぺ踪 〃　　　〃 〃 が 〃 1.8
こ==＝霖 〃　　　が 〃 〃 〃 0.12


























































































































































































































































Origina.lImpurity H2 H20 5　H2
Hg十HgClg HCl 5 HgCl2 H20 ・ HCl 5 HgClg
H9十HgBro H2　9　　HBr　5　HgBr2 H20 9 H2 9 HBr g HgBr2



































































































































































































Ar － Hg Penning ガスの放電破壊に対する不純ガス効果はPenning電離脱励起が支配
的であるr'58'66)Ｐｅｎｎｉｎｇ電離脱励起が支配的な場合には次式が成立する。
　　


















































































































































































































































































































































































































































































































































第４－６図 プローブによる陽光柱電界測定例 第４－７図 陽光柱電流電界強度特性模式図

















































































































（ゐj71十^ib≪b) ≪a* =ﾂﾞﾌ≪e　　　　　　　　　　　　（4 -62. b）
従って（4－25）式に対応するものとして次式を得る。






















































HI I‾ 3.7 XIO'16 2.3 XIO'14 ～０．０ 3.06
HBr Br’ 了.4 xlO-'^ 27 XIO'16 0.28 3.73
HCI CI‾ 7.4 XIO“18 1.95x10“|了 0.81 4.43
12 Ｆ 3､O XIO‾15 0.03 1.54 ９．０























































































H2 0.66 0.78 0.95 0.062 １．１
N2 0.36 0.16 0.09 - 0.29
02 2.1 ２．４ 0.06 - 1.8























































































































































































































































第4 -18図(E2- Eo )^/Eoと(φ∃φ)／Ｅ芦
の関係
放電開始の場合と異なりH2の作用がN2の作用よりも強くなっている点である。
Ne － Ar Penning 混合比による陽光柱電子エネルギー損失増加率の変化を第4-19図に



































































Ａ「 H2 目xlO"" 54 ５４
Ａ「 N2 2.9 14.2 ５











た値と実測値を第４－４表に比較した。 H2.N2についてはともかくAr- Xe の場合に本質的
な差がある。
次に累積電離脱励起が支配的であるならば，電子密度が増すに従って電子密度に反比例的
























Ａ「 2.0 eV 3.6x10"' 20
Ａ「 H2 |.7 3.6 2xiO'2 １５ ５０ 19 ５４
Ａ「 N2 |.4 3.6 5x10"' 10 50. ６．９ ５
Ne ２．４ 7.3×10-= ５
Ne H2 ２．３ 7.3 ３ＸＩＯ｀２ ５ ５０ 42 ９
Ne N2 ｜.7 7.3 ５ＸＩＯ'３６ ６０ ７ 3.4









光柱損失が減少することを明らかにしている。先の第４－４表に於いてAr － Xe の場合に











































































































































Ne － 02 放電の電子温度，電子密度，電界強度，電子移動度比
　Nc
２Torr
02 Ｔｅ（ｅｖ） Ne（×108） Ｅ φo
０ 3.7 7.7 9 2.8 １
0.0 1 2.6 3.0 7 3.4 2.0 9
ヽ0.02 2.7 1.7 7 4.0 3,08
0.0 5 2.9 1.2 2 5.7 3.14
0.1 2.8 1.0 8.0 2.7 3
　Nc
:STorr
０ 3.6 9.0 2.8 １
0.0 1 2.7 4.3 3 3.7 1.5 7
0.0 2 2.8 2.5 9 4.6 2.12
0.05 2.6 1.8 0 6.7 20 9
0.1 2.8 0.9 5 7
第４－７表 Ar- 02 放電に於ける電子温度，電子密度，電界強度
　　　　　　
電子移動度比，電子エネルギー損失増加率
Ar-Oj Total pressure 2 Torr
02（Torr） Te（ev） Ne Ccrn"') Ｅ（Ｖ／ｃｍ） "/^o
司
　*oE5
０ 3.5 8 9.8X1 0'° 2.5 １ ０
0.0 1 3.0 3 3.5 1 0,5 0.0 6 6 1 0.1 6 6
0,0 2 3.1 3 2 6.5 1 2.7 0.0 6 9 1 0.7 8 3
0.05 3.1 3 2 0.2 1 6.5 0.0 6 9 8 2.0 4
0.1 3.6 3 1 5.3 2 0.0 0.0 7 6 0 3.8 6
mean O.n 70 2
Ar-02　Total pressure 3 Torr ＊






０ 4.1 3 5.6 4 2.8 １ ０ １ ０
0.0 1 2.7 3 3 8.1 1 2.6 0.0 3 29 - 0.1 5 4 ０．０７０２ 0.4 2 2
0.0 2 2.5 2 7.7 I 4.2 0.0 4 0 1 0.0 3 3 が ０．８０６
0.05 2.5 2 2.1 1 8.0 ０．０４００ 0.6 4 1 〃 1.9 0














－７表の通りである。 Ar-02 3Torrの場合にはμ／joの値及び(μE2／μoE(7－ 1 )の値









Ｏ（３３Ｐ）→ hv (8446 A）十〇（33S）
Ｏ（35P）→ hp ( 7771 A）十〇（35S）
が支配的であるとしている。この過程が支配的に起こり電界上昇エネルギーがほとんどこの












02（Torr） Ne Iette lm＼ lant/ISie iTTVl/Me
０ 7.2×10'° - - - -
0.0 1 2.3 1.4 0 0.1 1 0.609×１０‾ｌｏ 0.0478×10‘I 0
0.0 2 2.0 0.7 3 0.0 9 1 0.3 6 5 0.0 4 5 5
0.0 5 1.9 0.2 6 0.0 5 7 0.1 3 7 0.03

























































Ne － Ar Pennipg ガスに対しては，準安定Ｎｅ原子がＡｒを電離する衝突断面積Oi = 2.6
×10‾16d，準安定Ｎｅ原子がＮｅ原子によって脱励起される衝突断面積はffd= 8.3×10‾20
d，準安定ＮｅのＮｅ中の拡散係数と圧力の積はＤr､je* Ｐ＝200（ci／ａｅｃＴ。rr）また反応速














































































































































































次にＮｅ一＼% hx 6.67×103Pa（50 Torr ）を始動ガスとして0.5％のH2あlるいはN2
を不純ガスとして混入した場合の400 Wメタルハライドランプ（封人物はNa-Tl －In 沃
化物30m9とＨｇで，発光管は第２－１図の通り）について，その動作時間とグローアーク転
移電圧から計算した不純ガス濃度の関係を第4 －30図に示す。安定器は50Hｚ400W用水銀灯
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一方, Ar20Torrの400 Wメタルハライドランプ（電極エミッターなし）ではVso= 280 V，
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一 一 一 - -
｀－－－－－－り
･ ･ 一 - - -





















































































































































































































６０ １９５ 〃 〃





































































l dﾀ2e l di　　βdE
--＝---一一


























































ｌ ｄﾀﾌe l di
--＝一一













l dﾀze l di l dE
--＝－－＝－－＝0



















































安定器L - 270 mH
０ 20 40 60 80 lOOTm
　　　　 　　　　




























































































E/p ２ ３×10-４ V/cmPa (4×10‾2 V/cm Ｔｏrｒ）程度であり非弾性衝突はほとんど起き
ていない領域である。従って本章では電子温度が11000 K 前後に固定された状態下での再点
弧現象を観察していることになる。

























































































































































































































































製　造‘直Ｉ後 不　　　点 ３２秒　立消え 不　　　点
３分枯化点灯 ３５秒　立消え ３５秒　　　/y -
１５分　　〃 - - ７０秒　　８０Ｖ
30分　　〃 ３５秒　立消え ９０秒　　７０Ｖ -




























































発　光　管 電　　　極 メタル封入 第１再点弧 第２再点弧
第２再点弧
最大時間 回禄:
２５φ８０ｎ 軸トリタソ Sc １弓 ７０　Ｖ ２３０ Ｖ ２８秒 ３０５　Ｖ
が 〃 μ ７０ ２７０ ３０ ２３３




〃 ４０ １２０ ３３ ２ ２４




〃 ５０ １００ ４０ １９１
〃 軸トリクン な　し ５０ 立消え ３０ ３３５
〃 〃 〃 ５５ 〃 ２８ ３４６




Sc Ｉ 叩 ３５ ５０ ４５ -
〃 〃 〃 ３５ １４０ ４０ -
〃 〃 〃 ５０ １６０ ４０ -
〃 〃 な　し ４０ ６０ ４５ -
〃 〃 〃 ４５ ５０ ４０ -
// 〃 〃 ４０ ５０ ４０ -
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